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南北朝内乱と摂津 

◆南北朝内乱の展開

 1330 年代から約 60 年間にわたり、日本各地では大規模な戦闘が繰り返し行われました。いわゆ

る「南北朝の内乱」です。すでに刊行済の『新修摂津市史 第一巻 自然地理 先史・古代 中世』の中

世編第 3 章第 1 節では、南北両朝や足利氏をはじめとする室町幕府の動向を中心にこの内乱の展開

が説明されていますが、摂津市及び周辺地域も大きな影響を受けました。今回は南北朝内乱時におけ

る摂津市および周辺地域の様相についてご紹介します。 

◆内乱期の武力 

 建武元年（1334）8 月、近衛家領の萱
かや

野
の

・沢
さわ

良
ら

木
ぎ

・藤井・岸
きし

辺
べ

・粟生
あ お

等に居住している勝
かつ

尾
お

寺
じ

僧ら

が、沙汰人掃部助
かもんのすけ

義持
よしもち

などの萱野荘荘官らと共同して叡山浄土寺門跡領の田畠に乱入し、その土地を

不当に占拠しようとしているとして浄土寺僧行心
ぎょうしん

に訴えられました（勝尾寺文書）。この事例では寺僧

らの乱暴行為も問題視されており、彼らは僧侶でありながら武力を行使する存在でもあったことが

わかります。さらに、建武 5 年（1338）には足利方の仁木
に き

義
よし

有
あり

とみられる人物が勝尾寺に対して軍

勢を催促しており（勝尾寺文書）、僧侶らは内乱期の軍隊を構成する一員となっています。また、沙汰

人・荘官と呼ばれる地域の人々も内乱に参加していました。 

 元弘 3 年（1333）と推定される後醍醐
ご だ い ご

天皇が発給した文書には、「榎坂郷四ヶ村の軍勢並びに甲乙

人等、先度成し下さるるの綸旨に任せて急ぎ馳せ参じ、兵部卿家
（ 護 良 親 王 ）

の手に属し軍忠を致すべし」とあり、

後醍醐が榎坂郷の人々を軍事動員しようとしています（今西春定氏文書）。榎坂郷は春日社領摂津国垂水
た る み

西牧
にしのまき

の内に含まれますが、鎌倉後期以来垂水西牧で

は沙汰人六郎左衛門尉なる人物が狼藉行為をはたら

いていますし（『中臣祐賢記』）、榎坂では住民助村
すけむら

が城

郭を構えて春日神人を刀傷殺害しています（『中臣祐

春記』）。後醍醐はこうした沙汰人・住民らの武力を軍

事力として期待したのでしょう。 

 一方で建武 3 年（1336）7 月には、朝倉
あさくら

孫太郎
まごたろう

図 1 湊川合戦跡地の湊川神社（2021 年撮影） 



日下部
く さ か べ

重方
しげかた

が「御手に属し、去ぬる五月廿八日の兵庫湊川

御合戦、京都度々御合戦の時、軍忠を抽
ぬきん

ず」と、湊川合戦

（図 1）などにおける自身の軍事的功績がいかに優れてい

るかを、足利方の高
こうの

師
もろ

泰
やす

に対して報告しています（東寺百

合文書／図 2）。重方は東寺領摂津国垂水荘の荘官である下

司・公文を務めた人物であり、荘官らが積極的に内乱に参

加し軍功をあげていたことがわかるのです。 

 また、同じ垂水地域の人々が、後醍醐・南朝方や足利・

北朝方などの諸勢力に分かれて内乱に参加していること

も注目できます。その背景には、地域の権益をめぐる対立・

衝突が生じていたことがあったと想定され、こうした地域

の対立関係が朝廷や幕府の政治的動向と連動した結果、

内乱が長期的に展開したと考えられます。「南北朝の内

乱」といえば、どうしても後醍醐や足利尊氏
たかうじ

・義
よし

満
みつ

などの

著名な人物の動向に目が向きがちですが、地域の僧侶や沙汰人・荘官、住民に至るさまざまな人物の

積極的な内乱への参加も看過できない大事な歴史事象なのです。摂津市およびその周辺は、こうした

内乱期の地域の様相がよくみえる極めて重要な場所といえるでしょう。 

◆摂津市近隣における合戦 

 応安年間（1368～75）に成立したと考えられている軍記物語『太平記』には、摂津国内での合戦の

様子が頻繁に描かれています。たとえば、延文 3 年（1358）に足利尊氏から将軍の地位を継いだ足

利義詮
よしあきら

が、翌延文 4 年（1359）に代始のデモンストレーションとして大々的に南朝攻略を試みた際

には、渡辺・尼崎などに総勢 7 万騎もの軍勢が集まったと記されています（巻第 34「新将軍南方進発事

付軍勢狼藉事」／図 3）。軍記物語という性質上その数を鵜呑みにすることはできませんが、延文 5 年

（1360）には芥河
あくたがわ

岡三郎
おかさぶろう

左衛門尉
さえもんのじょう

平基茂
たいらのもとしげ

なる人物が、延文 4 年 12 月 26 日の渡辺合

戦以来、穂積
ほ づ み

弥太郎
や た ろ う

左衛門尉
さえもんのじょう

宿六郎
すくろくろう

らと共

にいくつもの軍功をあげてきたと述べてお

り（『甲子夜話続篇』）、摂津市近隣地域の地名

を冠する武士らが活躍していたことは事実

のようです。では、摂津市および周辺地域

では、具体的にどのような合戦が発生して

いたのでしょうか。 

 1350～60 年代にかけて、南朝が実に 4 度

にわたって京を制圧するのですが、その 2

回目の際の合戦に注目してみましょう。北

朝の重鎮であった洞院
とういん

公賢
きんかた

の日記『園太暦
えんたいりゃく

』

では、文和 2 年（1353）3 月 24 日条に「昨日吉良
（満貞）

・石塔
（頼房）

以下神崎宮方の軍旅、土岐
（頼康）

の軍陣に襲来す

るの間、吹田辺りにおいて合戦す。土岐方籌 略
ちゅうりゃく

を以て、数十人を討ち取り、或いは首を取り、或い

図 3 内閣文庫蔵『太平記』巻 34「新将軍南方進発事付軍勢狼藉事」 

（国立公文書館デジタルアーカイブ） 

図 2 建武 3年 7 月 12 日「日下部重方軍忠状案」 

（京都府立京都学・歴彩館 東寺百合文書 WEB） 



は四十人許りを生虜
い け ど

ると云々」とあります。南朝軍の吉良
き ら

満貞
みつさだ

・石塔
いしどう

頼房
よりふさ

が北朝軍の土岐
と き

頼康
よりやす

を襲撃

した際に吹田付近で合戦となったのですが、先述した南北朝内乱期の軍勢の構成員を考慮すると、こ

こで打ち取られたり生け捕られたりした人々の中には、近隣地域を出自とする人物もいた可能性が

あります。地域を巻き込みながら展開する内乱の様子がうかがえるでしょう。 

 このように、「南北朝の内乱」は地域の人々を広範に巻き込みながら展開したものでした。内乱・

合戦時の地域の人々に思いを寄せながら関連地域を訪ねてみると、教科書などで習った歴史とは異

なる側面が見えてくるかもしれません。 

（相愛大学人文学部准教授 永野弘明） 
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【販売場所・お問合せ先】 

摂津市民図書館内 生涯学習課市史編さん係 

開室：平日の火～金曜日  9 時～17 時  

［TEL&FAX］06-6319-0587  

 

＊摂津市役所 6 階生涯学習課でも販売しております。 

歴史・民俗資料調査にご協力を  

摂津市では、引き続き市域の歴史・民俗に

関わる資料の調査・収集・記録を行い、その

成果を順次市民の皆さまに紹介する活動に

取り組んでいます。 

もしご自宅に古い（江戸時代、明治・大正・

昭和時代）①文書、②本・帳面・帳簿等の冊

子、③写真・絵画、④広報紙・地方新聞、⑤

民具・祭礼道具などの民俗資料をお持ちで

したら、どうか捨ててしまわずに、市史編さ

ん係までご一報下さい。 

★摂津市 Web サイト市史編纂のページから編纂だよりバックナンバーをご覧いただけます→ 

 


